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【担当事業及び担当例会】 

    9 月公開例会  SBGｓＥＸＰＯ～スポーツの力で持続可能な部活動を共創する！～ 

10 月公開例会 豊川市が「部活動の地域移行」をするならば。発表会 

【実施効果及び成果】 

豊川市でも部活動の地域移行についての方向性を見出せていないなかで、9 月、10 月を行い

豊川市の部活動の地域移行への一歩となる SBGs EXPO を開催し、部活動の地域移行後の活動

を具現化し、豊川市内の有識者の方々を集め、部活動の地域移行についての検討会議を行政が

行うまえに先んじて開催しました。 

また、10 月例会にて豊川市長、教育委員会に対し「豊川市における部活動の地域移行を含め

た検討会議の報告書兼要望書」を提出させていただきました。 

 

【反省並びに今後の課題】 

 部活動の地域移行について、本来であれば掘り下げる項目が多くありましたが項目を指定し

て議論したことにより一部しか内容を共有することができませんでした。 

また、部活動の地域移行後どうなるのか。ということで 9 月例会を開催しましたがイメージがつ

 
 
 
       

 
 
 



かないなどの意見をいただきました。 

今後、この活動は引き継がれていきますので豊川市の中学生やその保護者、教員、市民がこ

の課題について認識していっていただければと思います。 

 

【委員長所見】 

昨年の予定者から様々な方々からお話をお聞きし、部活動の地域移行について理解を深めて

いた最中ガイドラインが改定され一から出直すことになり、同時に委員会メンバーも増加したこと

で組織的な運営はできていませんでした。しかしながら、個々でサポートをしてくれた委員会メンバ

ーに大変感謝しており、本年度の活動によって市にも大きな影響を与えることができたと考えてお

ります。しかし、この課題は単年度で大きく変わることもありますが、継続的に行っていくことで市

民にも広がっていくと考えております。また 10 月例会では、市長に報告書兼要望書を提出するこ

とで、大きな影響も与えることができたと自負しております。これも事業にご協力いただきましたす

べてのメンバーのおかげです。誠にありがとうございました。 

 

【担当室長所見】 

部活動の地域移行という難しい課題ですが、少しでも豊川市の子供たちのためになりたい、と

いう思いで一年間活動してまいりました。検討会議、SBGs EXPO など全 4 回の事業を通じ豊川市

の現状を知ることが出来たと同時に、部活動の地域移行を推進していくには膨大な労力と継続し

た取り組みが必要だと感じました。この一年の活動の成果は、なかなか目に見えるものではない

かもしれませんが、今回の取り組みが豊川市に合った部活動の在り方を見出すきっかけになった

のではと感じております。豊川青年会議所の取り組みとしては本年度で一旦幕を閉じますが次年

度以降も子供たちの未来のために部活動、スポーツを楽しめる環境造りに携わっていけたらと思

います。 

 

 

 


